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５つの調査の属性  回答者の父母の割合・同居家族  

 

 

 

 

 

表 6-1  回答者の父母の割合 

 ５つの調査の標本数は上図の通りで、総数は 7,863 通であった。回答者の父母の割合は、日本の父親 1.8％、韓国

7.6％と少数だったが、77カ国籍の日本に住む多文化は18.8％、台湾17.8％、中国16.8％と日本の約10倍と多かった。 

 

図 6-1  同居家族 

                                         

  日本に居住する多文化家族・日本・韓国は祖父母との同居率は２～６％で核家族が中心。一方、台湾・中国

は 10～24％と高い。また、台湾は親戚やお手伝いさん、介護人など「その他の人」が 15.3％いた。夫やおじ・

おばを表す言葉が本人との関係性で異なる表記で、多様な家族環境であった（ 詳細は各国の基本的属性を参照）。 

調査名 標本数 母親の人数 父親の人数

多文化子育て調査 2065 1676（81.2%）   389（18.8%)

日本調査 2220  2181（98.2%）   39（1.8%）

韓国調査 1164 1075（92.4%）   89 (7.6%）

台湾調査 1340 1102 (82.2%) 　238（17.8%）

中国調査 1074  894 (83.2%) 　180（16.8%）

回答者の中で父親の割合は日本と韓国は少なく、多文化・台湾・中国は多い。 

都市部に住む家族でも、日本・韓国・多文化は核家族、中国・台湾は世代同居 

第６章 各国調査比較 

この章では、多文化子育て・日本・韓国・台湾・中国の５つの調査を比較する 
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図 6-2 母親の就労状況                                          N=6928 

 

 

図 6-3 保護者の最終学歴                                           N=7863 
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働く母親は、多文化・台湾・中国は７～８割で、日本・韓国は５割。 

台湾・中国の約２人に１人が大卒以上。７人に１人が大学院卒で高学歴な保護者 
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Data39  母親の子育て生活の受け止め方(多文化と日本) 

 

 

 

 

図 6-4 母親の子育て生活の受け止め方 （とてもそう思う+ややそう思う）上位 13項目 
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現在の子育て生活や子どもに対して、母親がどのよう

に感じているのかを、「とてもそう思う」から「ぜんぜんそ

う思わない」までの４段階で尋ねた。 

その結果から「とてもそう思う」と「ややそう思う」を加算し

た割合を「多文化子育て調査」と「日本調査」の母親達で

比較したのが、図６‐４である。 

 日本に住む多文化な母親の上位 13項目の順に上から

並べて、その項目で日本人の母親が同じように「そう思

った」数値を比べている。 

 多文化な母親のほうが日本の母親に比べて明らかに

割合が高いのは、２位の「子どもには自分以上の学歴を 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つけたい」74.9％で、日本は47.3％であった。しかし、4位

にあげられた「母親としての自分に満足している」は

60.0％と日本の 36.8％より 23.2ポイントも高かった。さら

に、「まわりの子がしている習い事を自分の子がしてい

ないと不安」や「習い事や練習など、子どもがいやがる

のにさせているのではないか」など『教育不安感』が高い

傾向を示していた。一方、日本の母親は、「子どもを感情

的に叱りつける・叱りすぎるなど厳しくしているのではな

いか・子どもを思わず叩いてしまう」など『ネガティヴな関

わり』に対する自省の回答が多く、「子どものしつけに自

信がもてない」は６割近くがあげていた。  

多文化の母親は学歴や習い事への関心など「教育不安感」が高い 

日本の母親は「感情のままに叱る・子どもに厳しい」など自責の念が目立つ 
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Data40  子育て生活の受け止め方（日本・韓国・台湾・中国） 

 

 

 

 

順

位 
子育て生活の受け止め方の質問内容 

日本 

N=2181 

韓国 

N=1075 

台湾 

N=1102 

中国 

N=894 

全体

平均 

1 子どもを持つことで、自分自身が成長した 93.4 89.8 97.4 95.7 94.1 

2 子どもを感情のままに叱りつけることがある 75.6 71.7 82.7 71.3 75.3 

3 子どもが悪いと自分の責任のように思える 66.3 71.9 80.0 71.0 72.3 

4 
仕事、趣味やサークル、スポーツ、宗教その他 

子育て以外のことで充実感を感じている 
56.3 50.5 64.8 76.7 62.1 

5 子どもには自分以上の学歴をつけたい 47.3 66.8 60.1 62.0 59.1 

6 子どものしつけのしかたに自信がもてない 58.4 45.4 60.3 62.3 56.6 

7 
叱りすぎるなど、厳しくしすぎているのでは 

ないかと思うことがある 
55.0 48.8 66.0 54.1 56.0 

8 母親としての自分に満足している 36.8 43.2 55.0 65.8 50.2 

9 子どもを思わず叩いてしまうことがある 40.3 39.4 51.4 46.5 44.4 

10 
子育てだけでは社会に取り残されていく 

感じがする 
31.1 63.4 34.1 28.4 39.3 

表 6-2 母親の子育て生活の受け止め方 （とても+ややそう思う） 上位 10項目  
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毎日の子育て生活の受け止め方の各設問で、「とても

そう思う」と「ややそう思う」を加算した割合の上位 10 項

目を 4カ国で一覧にしたのが、表 6-2である。 

上位 10 項目にあげられた内容を見ると、１位の「子ど

もを持つことで、自分自身が成長した」、4 位「仕事、趣味

やサークル ～中略～ 充実感を感じている」、8 位「母親

としての自分に満足している」といった『現状満足感』が３

項目あった。また、３位「子どもを感情のままに叱りつけ

る」、７位の「叱りすぎるなど、厳しすぎるのではないか」

か」、９位の「子どもを思わず叩いてしまうことがある」 

など『ネガティヴな関わり』も同じく３項目であり、子育て 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の明るい部分と暗い部分の両面が表れていた。 

４カ国で比べると、数字が大きく表示されているのは、

その項目の中で一番高い数値を示した国である。台湾

が５項目でトップとなり、子どもに対して喜怒哀楽が激し

い一面がうかがえる。また、中国・台湾は日本・韓国に比

べて働く母親が多く、子育て以外の充実感が高いが、し

つけのしかたに自信が持てないと感じる親も多かった。  

韓国は、『現状満足感』が低い傾向で『教育不安感』と

『子育て焦燥感』が極めて高いのが特徴的であった。   

日本は、4カ国の中で最高値はなく、4カ国の平均値に

近く、この 10項目の順位は日本の上位と同様であった。 

台湾は子育ての明暗を表現。韓国は学歴期待と子育て焦燥感が高い。 

中国は自尊感情が高く、しつけ法に関心。日本は中間値、満足感・学歴期待低い 
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Data40  子育て生活の受け止め方の比較（多文化と日本) 

 

 

 

 

図 6-5 子どもには自分以上の学歴をつけたい （多文化と日本） 
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前頁では、４つの国での現地調査の結果を同じ質問

項目で比較した。ここでは、日本に居住する多国籍出身

の「多文化子育て調査」の母親と日本調査の母親の「子

育て生活の受け止め方」を比較する。 

図 6-4 で、すでに明らかなように、多文化な母親は、

「子どもに自分以上の学歴をつけたい」が２位と関心が

高い。そこで、「国籍」と「学歴期待」の項目とをクロスして

検証した。その結果では、上の図のように、ペルー、ボリ

ビア、ブラジルなど南米出身者が、歴史的にも「教育熱

心な国民性」と言われている東アジア出身者よりも高い

数値を示していた。表 6-1 にもあるが、日本人母親は、

東アジアの現地調査と比べても、日本に住む台湾・韓

国・中国出身者に比べても低い関心度を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、図 6-6 の「子どもを思わず叩いてしまうことが

ある」では、アジア出身者が５割近く肯定しているのに対

して南米出身者は「そう思わない」派が圧倒的に多かっ

た。また、４つの現地調査では第２位の「感情のままに子

どもを叱りつける」も、図6-7で示すように「そう思う」派は、

東アジア出身者が７割以上で母国の子育て意識を反映

していた。この結果からは日本に住む東アジアと南米の

母親の養育態度や子育て意識には相違があることが示

唆された。 

ここで、母語による質問紙の翻訳表現のニュアンスの

違いや対象者数に開きがあることを考慮しても、東アジ

アと日系南米出身者との異なった子育て意識の一側面

が出ており興味深い結果であった。 

教育熱心な東アジア出身者より学歴志向が高い南米出身の母親 

養育態度に自責の念が強い東アジアの母親 
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図 6-7  感情のままに子どもを叱りつけることがある （多文化と日本） 
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図 6-6  子どもを思わず叩いてしまうことがある （多文化と日本） 
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Data42 母親の高信頼しつけ教育情報源 (多文化と日本) 

 

図 6-8  母親の高信頼しつけ教育情報源 (多文化の上位 8項目と日本) 
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 現在、子どものしつけや教育についての情報を得る時

に、まわりの人達や情報ツールを、どのくらい活用して

いるのかを尋ねた。つぎに、それらの活用情報源の中で、

最も信頼している「高信頼情報源」をひとつだけ選んでも

らった。 図6-8では、日本に居住する多文化な母親と日

本調査での日本人母親達の高信頼情報源を比較した。

多文化な母親の上位 8 項目の順番に、日本調査の数値

を比べている。 

異国に住む多文化な母親にとって、一番身近な存在

は「配偶者」であり 17.2％、２位は、離れてはいても心の 

拠り所である「実家の親」が 15.5％、３位は、毎日子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の送迎時に会って、直接に話が聞ける「園の先生」が

11.7％となっていた。４位「育児書や教育書などの専門書」

6.7％と「インターネットやブログ」4.7％は、いずれも母語

で情報が入手可能な情報ツールである。 

 一方、日本人の母親は第２章にも述べたが、１．「配偶

者」23.6％、２．「実家の親」22.3％、３．「近所の友人」

18.8％、４．「園の先生」7.9％、５．「近所ではない友人」

6.0％であった。１～２位は、多文化も日本も同様に、「配

偶者と実家の親」であった。しかし、日本の母親は、約４

人に１人が配偶者と実家の親をあげており、彼らが日常

的に果たす役割や信頼関係の深さを物語っていた。 
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Data43  情報源を信頼する判断理由 (日本・韓国・台湾・中国) 
 

 

 

 

 

図 6-9情報源を信頼する判断理由 （平均値） 
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 「しつけや教育の情報源」として、“信頼している” と判

断する理由はどのようなことで、それぞれの理由をどの

くらい重要視しているかを 4段階でたずねた。 

 4 段階評定法で、「とても重要である」を 4 点、「やや重

要である」3点、「あまり重要でない」2点、「ぜんぜん重要

でない」を 1点で各項目を点数化した。 

その結果の各項目の平均得点で、日本、韓国、台湾、

中国を比較したのが図6-9である。平均値（得点）を四角

で囲んであるのは、項目ごとの高い数値や特徴を表して

いる。日本は、「身近で相談しやすい」3.68、「子どものこ

とをよく知っている」3.53などが他の国より比べて得点が 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高く、『親近実用性』を重要としている。 

つまり、各国調査で示した上位にある「高信頼情報源」

を選ぶ判断理由の根拠となっている。韓国の母親は、

「自分が育ったように、子どもを育てたい」2.48、「配偶者

（夫）が育ったように子どもを育てたい」2.37 が中では最

も高い得点となり、『ファミリー意識』が信頼情報源を判断

する理由として重要であるという立場にあった。 

つぎに、台湾は中国と同じように、「最新情報が手に入

ること」3.29、「正確な情報が入ること」3.68、「専門的な知

識があること」3.68で、中国は3.71と『専門志向』であるこ

とが明確にあらわれていた。 

情報源を信頼する判断理由：日本は『親近実用性』を重要視  

韓国は『ファミリー意識』 台湾・中国は『専門性志向』が、「高信頼情報源」
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Data44  母親の高信頼情報源（日本・韓国・台湾・中国） 

 

 

 

 

図 6-10  母親の高信頼情報源                                           （％） 
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毎日の子育てをしながら、母親達は居住して生活する

地域や家族、友人、職場などで、独自の情報ネットワー

クを形成している。 

自分の子どものしつけや教育の役に立ち、わが家の

教育観に沿うさまざまな情報を入手している。 

質問用紙の中で「子育て支援への具体的な提案や意

見」を自由記述してもらった。その結果にも、多くの親が

「わが子に合った教育法」や「より専門的な教育情報」を

求めていることが書かれていた。 

とくに、東アジアの都市部での高等教育を受けた保護

者の家庭では、少子化時代の子ども達は親や祖父母か 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らも過大な教育期待をかけられている。 

 図6-10では、各国の最も信頼する情報源（高信頼情報

源）の特徴的な項目を提示した。四角で囲まれているの

は、とくに目立って高い項目である。 

 日本は前頁の判断理由にあったように、夫や実家の母、

友人など身近なすぐに相談できる人達がベスト３である。

韓国は、日本に次いで近所の友人が多いが、園の先生

やインターネットなど専門性や最新情報を入手できる人

やツールが上位であった。台湾と中国は共通して、園の

先生と育児や教育の専門書が上位にあげられていた。

とくに中国では、園の先生を５人に２人があげていた。 

高信頼情報源： 日本は「配偶者・実家の親・近所の友人」 

台湾・中国は「園の先生・専門書」 韓国「インターネットと地域」 
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Data45  母親の高不安情報源（日本・韓国・台湾・中国） 

 

 

 

 

図 6-11 母親の高不安情報源 （パーセント） 
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 毎日の育児では、目の前の子どもの性格や態度が気

がかりなだけではなくて、これから先に関しても心配なこ

とが多い。さらに、育児情報を集めることで、悩みが解決

するのではなくて、あらたな心配に気づくこともある。 

 母親のまわりの家族や友人、専門家など情報源の中

で、「あなたは、だれ（どこ）からのしつけ・教育情報源で、

最も不安になりましたか」と、一つだけ選んでもらった。 

その結果の中から、各国の情報環境の特徴を表して

いるワースト３を中心にまとめたのが図6-11である。 

日本は、①テレビ・ラジオ 16.6％、②インターネットや 

ブログ 15.7％、③近所の友人 12.1％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近所の人は、高信頼情報源と同じ第３位になっていた。

「近所の友人」でも別の人かもしれないが、悩みや気が

かりは、身近な集団の中で増幅するがあるようだ。  

韓国は、①インターネットやブログ 12.5％、②配偶者

の親 11.4％、③習い事や教室の先生 8.9％とネット先進

国の特徴と習い事など教育熱心な実情が表れていた。 

台湾は、①テレビ・ラジオ 20.9％、②インターネット

20.4％、③配偶者の親 10.4％で、中国は、図にはないが、

①電話相談や相談機関が 53.6％と圧倒的に多く、②イン

ターネットやブログ 9.7％、③テレビ・ラジオ 3.7％という結

果であった。 

高不安情報源：日本は「近所の友人・実家の親」台湾と同じく「テレビ・ラジオ、

ネット」、韓国「ネット、配偶者の親、習い事の先生」、中国「電話相談や機関」 
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５つの調査の回答者である園児の保護者達は、日ご

ろの子育て生活で実感している「子育て支援への意見や

提案」をさまざまな視点から述べてくれた。異なった育児

文化や社会構造の中で子育てをしている現地の保護者

であるが、各調査の自由記述を、３つの共通した項目で

分類した（表6-3）。 

１つ目は、「国や行政、公的サービス」で、公的な経済

的支援や子育て手当の保障、保育教育費や医療費の減

額や無償化である。とくに、韓国調査では国策への強い

関心と意見が寄せられた。２つ目は、対象地域が都市部

であったため、「地域の活動の活性化」で、近所で安心し

て遊べる施設の要望、低額や無償の習い事や教育活動

の供給、個別の教育情報や育児相談を希望していた。３

つ目は、少子化で子どもへの教育期待が高い保護者は 

園の先生の専門性の向上や園生活を通して子どもの生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活習慣の育成のみならず、さらなる教育強化を望んでい

る様子が表れていた。とくに、中国は国状から行政への

提案よりは、個人の園生活に関する要望に焦点化され

ていた。 

表 6-4 は、各調査の上位５項目をあげているが、それ

ぞれの保育教育政策の相違や地域性が明確に出てい

た。とくに、日本の病児保育は他に比べて厳しい状況で

あることが提示された。また、同じ共通項目名であっても

実際の記述内容は異なっており、その具体例は、各章の

支援への提言の頁に紹介した。なお、各章の「子育て政

策や保育教育の現状」に詳しいが、本調査が実施された

2012 年は各国で政権交代に向けて、保育教育政策も激

動の時期であった。各国では、施策によってソフトとハー

ドの両面から、幼保一元化へと始動や修正する過渡期

であり、その力動性が調査結果からも伝わってきた。 

 
Ⅰ．国や行政、公的サービス Ⅱ．地域の活動活性化 Ⅲ．園生活への要望 

 ◉ 子育て手当の増額教育費  

    など 

 ◉ 保護者への経済支援、 

 ◉ 国策への提言、医療費の減額 

  ◉ 近所で安心して遊べる 

  施設や親子活動 

  ◉ 無償の教育援助、 

  ◉ 教育情報や育児相談 

 ◉ 保育教育時間の延長 

 ◉ 保育施設の増設 

 ◉ 保育士教員の質向上 

表 6-3  ５つの調査での子育て支援への提言 共通項目 

 

 

 

 

 

 

 

    

保護者の子育て支援への提言と海外での支援例 

５つの調査での共通項目と上位５項目 

 

表 6-4  ５つの調査での子育て支援への提言 上位 5 項目 

順位
多文化子育て調査 日本調査 韓国調査 台湾調査 中国調査

1
母語通訳や外国語での情報
の必要性 17.9％

一時保育サービス
19.5％

政府からの養育手当、
経済・教育費援助、
国策への提言 25.7％

扶養手当。経済的な
保育教育費援助 38.8％

（子どもに合った）
子育て教育情報・親へ
の育児相談 34.4％

2
現状に満足感謝（園の
先生や支援状況) 13.9％

病児保育 13.9％
保育費や教育費支援
15.0％

一時保育サービス
20.0％

よい習慣や自立心を
養う園での教育を期待
28.2％

3
子育て手当ての増額･経済
援助・家事援助 10.8％

子育て相談や教育支援・
親への育児情報 11.7％

地域の安全な遊び場や
施設。子ども向け活動
習い事 12.１％

園の受託時間を長く
してほしい・保育施設
の増設　13.8％

専門的な指導法・
最新情報の入手 15.4％

4
子育て相談や教育支援・
親への育児情報 10.5％

地域の安全な遊び場や
施設。子ども向け活動
習い事 11.5％

園の受託時間を長く
してほしい・保育施設
の増設　11.1％

子育て相談や教育支
援・親への育児情報・
心のケア 13.6％

子どもの心身の健康・
性格育成 14.8％

5
母文化・母語教育や
学習支援の機会 10.2％

親子で参加できる場
やイベント 9.7％

年齢・所得を限定しない
教育費の支援 10.9％

子育て政策の充実・
国策への提言 11.8％

先生との情報交換
11.7％
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１．確かな保育哲学を持ち、園の活動を通して 

子どもが自分を好きになれる芽を育む 

国によって、保育所や幼稚園の設立や保育教育制度

は異なるが、公立・私立や規模の大小を問わず、園長を

はじめとした教職員の確かな保育哲学が伝わってくる。 

一人ひとりの子どもが言語を越えて、毎日の活動を

通して、自分を好きになり、自信がもてるように「自尊感

情」が育つ機会を見出している。 

２．特別な支援を必要とする家族への配慮 

マニュアル作成と専門機関による早期介入 

多文化国家として歴史のある国では、国と行政とが、

未就学児の言語発達を手厚く支援している制度が整備さ

れている。言語発達への特別な配慮を継続的に行うと同

時に、就学後の母語教育も行っている国もある。 

多くの国では、発達遅滞がある子どもと多文化な子ど

もの家族は、同じ範疇の支援に分類されており、地域の

早期介入センターへ通い、言語療法士や専門家が家庭

へ訪問サービスを行う地域もある。 

園に翻訳や絵カードがない場合でも、多文化な子ども

の入園当初には、親子へ母語通訳やスピーカーフォンで

園の規則や園生活を概説する。多文化家族用の配慮マ

ニュアルは、園で書き加えられて受け継がれている。 

３．国際的な教育理論は地域や風土に 

合わせたアレンジや工夫で導入する 

 各国で、モンテッソーリ、シュタイナー、レッジョ・エミリ

アの教育理論に基づく園は公私立ともに存在するが、統

合教育の園でも導入して根づいている所も多い。 

 順調に機能している園では、地域環境と民族の風土や

芸術意識とマッチするアレンジや工夫が随所で見られる。

単に、教材を並べて「形から入る」のではなく、独自の

「魂」を注入しているのが定着している一要因であろう。 

４．地域の家族や子どもが参加一体化できる 

「開かれた行事」を開催 

一つの国の中でも、多文化な種族や先住民族と長く共

存共栄している地域がある。その一方では、近年のグロ

ーバリズムで、政治難民や労働力として定住し始めた移

民家族は多様化しており、国際結婚も増加している。 

多文化祭りが年中行事として定着している都市もある

が、気軽に地域の園や学校が核になって、住民に「開か

れた多文化イベント」を企画実施。母語や文化・食べ物

や音楽などを親子同士、地域の人達と交流し合いながら、

どの民族の家族も主役となれる好機を提供している。 

５．保護者の得意分野での園への参画と 

親同士の交流会、「一日保育士」を体験する 

 日本でも 「一日保育士」として、保護者が丸一日の保

育体験を試みる園が増えている。実際に園の中に長時

間過ごすことで、ふだんは気がつかなかった子ども達の

様子や園で過ごす時間への理解が深まる。 

保護者が、ボランティアで園の諸活動に参画できるよ

うに、園側からは「機会と場の提供」を積極的に行ってい

る。「親父の会」や「語学サークル」、「エスニック料理」な

ど、多文化な親が溶け込める企画が必要である。  

６．施設の設置環境や伝統文化を生かし 

保育教育の特色を維持発展させる 

デンマークやドイツでの自然幼稚園（森や農園など）、 

欧州や台湾の幼児・学童保育所、ニュージーランドの

プレィセンター、オーストラリアのアボリジニ多機能保

育所など、環境の特色を活かした園は共通点がある。 

それらの多くは、地域コミュニティに根づき、世代や民

族の橋渡しになる子ども達や家族の心の拠り所にも

なっている。また、韓国の園では、行事や活動を通し

て伝統音楽や遊びを継承して未来へつないでいる。 

日本と海外の多文化な園での活動実践例の紹介 

日本国内や海外の地域に根ざした子育て支援や園での実践例を観察調査から紹介する。 

未来を創る子ども達の健やかな育ちと幸せに向けて、参考にしたい園の特徴を以下に掲げた。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※参照：山岡テイ 『世界の多文化子育てと教育』 第1回～第38回， 山岡テイ 『子育て支援』（共著）p129-145 ミネルヴァ書房 

http://www.aiikunet.jp/practice/education/page/2
http://www.aiikunet.jp/tag/yamaoka
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私達は、それぞれが異なった専門分野から、多文化な背景をもつ子どもや家族を含む 

子育て支援や保育・教育の研究を続けています。 

その活動を通して、多文化な保護者の方々が母語で語ることができる実態調査の必要性を 

痛感し、多くの園や自治体・関連機関・ボランティア団体にご協力をいただき、2000 年に、『第１

回多文化子育て調査』、10 年後に、本報告書の第１章である『第２回多文化子育て調査』を行い

ました。加えて、同じ設問も含む韓国・台湾・中国・日本での子育て調査結果が第２章以下です。 

そこで、一人でも多くの方々に、多文化子育ての実情を知っていただけるようにと、2000 年 

から調査結果のフィードバックを目的とする上記のホームページを開設して、日本語と英語で 

調査結果を公開しています。 

近年、園や関係機関での多文化な家族への積極的な取り組みが実を結んでいる事例も増え

てきています。しかしながら、地域差が大きく、今回の第２回調査結果においても、10 年前の実

状と変わらない課題や、さらに長く居住する多文化な家族が抱える困難の声も寄せられました。 

日本に住む多文化な家族への社会的支援を個人や国が取り組むことは、個性や発達が 

異なる子どもを含めて、私達すべての家族を対象にした支援をすることにつながります。 

「多文化子育て」※は、異なる特性をもつ子ども一人ひとりの「生命と幸せ」を保障することを 

目ざしています。 

これからも、上記のホームページでは、調査結果の保護者からの貴重な意見を公開して 

まいります。このサイトを訪れる方々が身近なところから多文化理解を深めて、文化を越えた 

子育ての輪を広げていかれることを願っています。   

多文化子育てネットワーク研究チーム 

※多文化子育て（Multi-cultural Child-rearing)

「多文化子育て」という言葉は、2000 年報告書で 

「多文化な背景をもつ家庭での子育て」 

を略して、私達が初めて用いた造語です。 

多様な違いを受け入れながら、豊かな子育てを 

共にめざす思いを込めています。 
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